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市民ブール
にぎわう

例年よりちょっと遅れた梅雨明けを待ってたように

市民プールは子供たちの水しぶきで連日にぎわってい

ます。

いよいよ夏本番。乙れからは水難事故の多発期。ご

家庭でも子供さんたちにご注意下さい。
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7月は青少年を非行からまもる

他人@子tID~~るラ
全 間月調強国

次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に

育
成
す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課

題
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
近
年
、
青

少
年
の
非
行
が
急
激
に
増
加
し
、

悪
質
化
、
多
様
化
す
る
な
ど
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
乙
で
、
固
に
お
い
て
は
、
国

際
児
童
年
を
契
機
と
し
て
「
青
少

※ 

年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月

間
」
を
七
月
と
設
定
し
ま
し
た
。

長
崎
県
に
お
い
て
も
、
そ
の
趣

旨
を
受
け
、
七
月
六
日
、
「
青
少

年
そ
非
行
か
ら
守
る
長
崎
県
民
大

会
」
が
N
B
C
ビ
デ
オ
ホ
ー
ル
で

盛
大
に
開
か
れ
、
席
上
、
長
崎
県

ひ
と

民
の
運
動
と
し
て
「
他
人
の
子
も

し
か
る
運
動
」
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ

全
県
下
で
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ひ

と

「
他
人
の
子
も
し
か
る
運
動
」

と
は
I
l
l
i
-
-

乙
の
運
動
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
大
人
た
ち
が
「
地
域
ぐ
る

み
」
で
健
全
に
育
成
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

県
少
年
保
護
育
成
条
例
第
一
条

第
二
項
の
目
的
の
中
で
「
何
人
も

少
年
が
健
全
に
育
成
さ
れ
る
よ
う

に
努
め
、
少
年
を
保
護
し
、

善
導

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り

ひ

と

ま
す
が
「
他
人
の
子
も
し
か
る
」

と
い
う
乙
と
は
、
乙
の
条
例
の
保

護
善
導
に
あ
た
り
ま
す
。

ひ

と

「
他
人
の
子
も
し
か
る
」
と
わ

う
こ
と
は
、
た
だ
単
に
「
し
か
る
」

と
い
う
こ
と
で
な
く
、
ほ
め
る
乙

と
の
大
切
さ
を
知
り
、
子
ど
も
の

少
年
の
シ
ン
ナ
ー
乱
用 良

い
行
い
は
ど
ん
ど
ん
ほ
め
、
悪

い
行
い
は
き
び
し
く
し
か
り
、
自

分
の
子
も
他
人
の
子
も
同
じ
愛
情

の
乙
も
っ
た
愛
の
一

声
に
よ
り
子

ど
も
た
ち
を
善
導
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
子
ど
も
を
し
か
る
前

に
、
ま
ず
、
大
人
が
自
分
を
よ
く

反
省
し
、
自
分
の
子
も
他
人
の
子

も
よ
く
見
つ
め
、
正
し
い
「
し
つ

け
」
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

大
村
市
に
お
い
て
は
、
教
育
委

員
会
を
中
心
に
各
小
中
学
校
、
各

地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
、

子
ど
も
会
な
ど
で
、
そ
の
趣
旨
の

徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
「
わ
が
子
も

他
人
の
子
も
」
同
様
に
し
か
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
グ

大
村
か
ら
追
放
し
よ
う

少
年
の
非
行
は
年
々
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
悪
質
化
の
度
を
深

め
、
今
や
深
刻
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
内
で
も
相
変
ら
ず
少
年

の
シ
ジ
ナ
1
乱
用
が
後
を
た
た
ず

汚
染
地
区
と
な
っ
て
お
り
、
牽
の

中
や
た
ま
り
場
な
ど
で
シ
ジ
ナ

l

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

を
吸
い
、
ふ
ら
ふ
ら
運
転
で
交
通

事
故
を
起
乙
し
た
り
、
犯
罪
や
不

純
異
性
交
遊
な
ど
で
補
導
さ
れ
る

な
ど
、
少
年
の
非
行
化
が
目
立
ち

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
自

転
車
な
ど
の
乗
物
盗
を
は
じ
め
、

深
夜
は
い
か
い
、
無
免
許
運
転
な

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

ど
で
補
導
さ
れ
る
少
年
も
多
く、

こ
れ
ら
少
年
の
非
行
防
止
対
策
に

つ
い
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
村
市
内
で
は

。
シ
ン
ナ
ー
吸
引
者
に
は
シ
ン
ナ

ー
を
売
ら
な
い

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を

推
進
し
て
、
大
村
市
内
か
ら
少
年

の
シ
ジ
ナ
l
乱
用
を
追
放
し
ま
し

@
シ
ジ
ナ
ー
を
吸
わ
な
い

@
シ
ン
ナ
ー
を
吸
わ
せ
な
い

@
シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ
て

い
る
者
を

み
か
け
た
ら
一

一
O
番
へ

よ
'つ。

〈

大

村

警

察

〈
大
村
市
連
合
防
犯
協
会
)
署
)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

日
中
友
好
の
一
翼

大

村
カ通

払
い
下
げ
条
件
F

一
部
落
単
位
で
あ
る
乙
と
(
個

一
人
に
は
払
い
下
げ
な
い
)

。
精
霊
船
と
し
て
利
用
し
焼
却

精
霊
船
用
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

築
く
熱
意
で

伸
び
る
町

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

ら
直
接
、

中

国

J¥  

親

善

訪

中

団

員

を

募

集

待
望
の
長
崎
|
中
国
の
航
空
路

が
今
秋
実
現
し
ま
す
が
、
乙
れ
を

記
念
し
て
中
国
と
歴
史
的
・
地
理

的
に
も
深
い
関
係
に
あ
る
大
村
市

の
各
界
各
層
の
人
々
が
中
華
人
民

共
和
国
を
訪
問
し
、
実
情
の
視
察

な
ら
び
に
中
国
の
各
界
の
方
々
と

の
交
歓
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
深

め
、
日
中
友
好
親
善
を
は
か
る
た

め
「
日
中
友
好
の
翼
」
で
長
崎
空

港
か
ら
中
国
を
訪
問
し
ま
す
。

生
活
環
境
課
公
害
係
…

※
払
い
下
げ
申
請
書
は
生
活
環
一

境
課
ま
た
は
出
張
所
に
あ
り
一

無

償

で

払

い

下

げ

ま

す

0

町
単
位
か

す
る
乙
と

申
込
期
限

七
月
二
十
三
日

申
込
先

ま
す
。

中
国
の
土
を
踏
み
、
中
国
の
人

々
と
語
る
、
す
ば
ら
し
い
日
中
友

好
の
た
め
に
、
乙
の
翼
に
ぜ
ひ
あ

な
た
の
ご
参
加
を
グ

大
村
市

大
村
市
日
中
親
善
協
会

主
催

団
長

大
村
市
長
戸
島
英
二

九
月
二
十
六
日

l
十
月
三

日
(
七
泊
八
日
)

日
程

訪
問
地
上
海
、

杭
州
、
北
京

訪
中
活
動

訪
問
地
に
お
い
て
、

工
場
、
農
村
、
学
校
、
病
院
、

史
跡
文
物
な
ど
各
方
面
の
訪
問

参
観
及
び
中
国
の
方
々
と
の
交

歓
事

前

研

修

本

事
業
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修
及

び
出
国
手
続
き
な
ど
の
説
明

(
二
回
開
催
)

団
の
構
成
聞
役
員

(
団
長
、
副

団
長
、
秘
書
長
)
班
長
、
団
員

事
務
局
職
員
な
ど
で
構
成
(
医

師
も
同
行
)

団
員
の
資
格
凶
十
八
歳
以
上
で

原
則
と
し
て
大
村
市
民

ω協
調
性
に
富
み
、
本
計
画
に
従

っ
て
規
律
あ
る
旅
行
団
体
行
動

の
で
き
る
健
康
な
人

人
員

百
四
十
人

参
加
者
負
担
金

一
人
当
り
二
十

五
万
円
(
航
空
運
賃
、
中
国
で

の
滞
在
費
、
交
通
費
、
保
険
、

入
国
査
証
代
)
た
だ
し
、
旅
券

印
紙
代、

予
防
接
種
代
、
そ
の

他
個
人
的
な
費
用
、
医
療
費
な

ど
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

申
込
先
・
問
合
せ
先

。
大
村
市
役
所
企
画
課

電
③
|
四
一
一
一

。
大
村
商
工
会
議
所
(
日
本
旅
行

大
村
駐
在
中
国
係
)

富
③
|
四
二
二
二

。
日
本
旅
行
諌
早
営
業
所
中
国
室

雷
諌
早
②
l
六
三
一
七

申
込
締
切
七
月
三
十
一
日
(
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
〉

団
員
の
決
定
先
着
申
込
順
と
し

ま
す
が
、
事
前
研
修
を
受
け
な

い
人
は
内
定
を
取
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す

団
費
納
入

第

一
回
説
明
会
時
に

全
額
ご
持
参
下
さ
い
(
七
月
下

旬
の
予
定
、
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し

ま
す
)

冬弘

治 lg
，...... ~ 

か

た

l

~

衣

川

…

浴
衣
は
、
も
と
は
入
浴
後
に
っ
ぽ
り
夏
の
季
題
。
ひ
と
こ
ろ
~

山
着
る
湯
か
た
び
ら

(
惟
子
)
の
ノ

l
ア
イ
ロ
ン
の
合
織
の
浴
衣

V

~
略
で
、
本
来
は
麻
地
で
し
た
が
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
け
っ
き

u

h

の
ち
に
木
綿
に
な
り
、
い
ま
で
よ
く
涼
し
さ
は
木
綿
に
か
ぎ
る
円

ひ
と
え

V

は
夏
の
入
浴
後
に
着
る
単
の
総

と
い
う
乙
と
で
、
木
綿
の
、
し
-

V

称
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
も
本
染
め
と
称
す
る
手
染
め
山

も
っ
と
も
旅
館
で
は
夏
に
限
の
も
の
が
本
流
の
よ
う
で
す
。

山
ら
ず
年
中
浴
衣

と
こ
ろ
で
、
昔
ソ

九
が
備
え
ら
れ
て
寸

1
1
1
1
1
l
l
i
-
-，4

は
、
浴
衣
↓
ね
げ

九
い
ま
す
。

洋
式

一

汐

一

ま

き

↓

お

む

つ

い

て
l

λ

f

d

J

f

一
と
一
枚
の
浴
衣

日

へ
の
ホ
テ
ル
で
も
一
「

ν
/
=
h
J
K

h

ベ
ッ
ド
の
上
に

7

、nd'
A取
は
同
殺
を
と
こ
と
ん
利
川

一

、

q
J
2句

q
b
a
用
し
た
も
の
で

-H

浴

衣

が

置

か

れ

一

号

-ep守
番
，
世

M

一

/
ι
K
U
/
¥

一
す
が
、
乙
乙
の

川

て

い

る

乙

と

が

一

ダ

/

‘

一

と

乙

ろ

古

浴
衣

~

山
あ
り
ま
す

o

i

l

l

i

l

i

-

-

-

I

l

l

l

J

の
出
一
番
は
な
か
山

あ

る

外

人

が

っ

た

よ

う

で

す

~

「
浴
衣
は
パ
ジ

ャ
マ
兼
フ
ォ
!
と
は
い
う
も
の
の
、

省
資
源
の

~

マ
ル
・
ウ
ェ
ア
な
の
で
す
か
」
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
古
く
な
っ

山
と
不
思
議
が
っ

て
い
ま
し
た
。
た
衣
類
の
リ
フ
ォ
ー
ム
(
再
生
)

V

・
な
る
ほ
ど
、
旅
館
の
浴
衣
は
、

が

静

か

な

プ

l
ム
を
よ
ん
で
い
-

w

宴
会
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
も
あ
る
い
ま
、
古
浴
衣
も
、
工
夫
し
ん

・
り
、
寝
間
着
に
も
な
る
の
で
す
だ
い
で
思
い
が
け
な
い
も
の
に
ヘ

・
か
ら
、
外
人
の
自
に
は
奇
異
に
生
ま
れ
か
わ
る
乙
と
も
そ
う
遠
ヘ

ρ

映
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

と
は
い
え
、
わ
た
し
た
ち
日
あ
な
た
の

，
節
約
の
知
恵
'
次
μ

川
本
人
に
と
っ
て
は
、
浴
衣
は
や
第
で
す
。

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
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ロ
烏
を

昨
今
の
自
然
破
壊
に
よ
り
野
鳥

の
生
息
数
が
た
い
へ
ん
少
な
く
な

っ
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
鳥
獣
保
護
及

狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
が
改
正
さ
れ

野
鳥
の
捕
獲
や
飼
養
の
規
制
が
さ

ら
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
獣
保
護
、
自
然
保
護
の
立
場

か
ら
正
し
い
飼
養
を
行
っ
て
下
さ

な

どカ通

わ

U 、

が

ろ

う

野
鳥
の
捕
獲
・
飼
養
の
規
制
強
化

、。@
メ
ジ
ロ
な
ど
の
野
鳥
は
、
環
境

庁
長
官
ま
た
は
県
知
事
の
捕
獲

許
可
が
な
け
れ
ば
捕
獲
で
き
ま

せ
ん
。

@
捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
野
鳥
は
、

メ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ホ
オ
ジ

ロ
、
ウ
ソ
、
マ
ヒ
ワ
の
五
種
類

だ
け
で
す
。

Jr-d
，，f
，JF
・3
1
J
、.司『''-，‘、
-
f
h
r
'
z
r
E
f
t
-
・、.・三，
e
、-f'J''eEJ
、y
'
d
ごt
‘f'e
，e
、ご
f
.
，，，
Z
J
、、，.・

ゲ

ゲ

商

工

観

光

課

じ

よ

う

ず

な

巣

箱

で

な

く

て

~

叩
ム

E
と
観
光
協
会
で
も
い
い
の
で
す
。
森
の
小
鳥
た

γ

九

一

説

は

、

小

鳥

の

巣

ち

が

、

み

な

さ

ん

の

心

の

乙

三

u
k
票
箱
コ
シ
ク
ー
ル
っ
た
作
品
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

U

れ
し
い
を
を
行
い
ま
す
。
応
募
資
格
小
・
中
学
生
(
幼
一

川

ソ

ル

小

・

中

学

生

児

も

可

)

什

，
 

い

べ

一

の

み

な

さ

ん

、

募

集

期

間

九

月

十

五

日

ま

で

ゲ

川

ゾ

ク

夏

休

み

を

利

用

送

り

先

商

工

観

光

課

ゾ

九

ペ

ン

し

て

小

鳥

た

ち

発

表

九

月

三

十

日

市

V

企

ム

コ

へ

マ

イ

ホ

ー

ム

賞

最

優

秀

賞

ほ

か

多

数

(

全

V

九

鳥

二

を

プ

レ

ゼ

ジ

ト

員

に

参

加

賞

)

や

，
 

~
W
J

し
ま
し
ょ
う
。
※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
ヘ
ム

.
J
Z
a
，‘
tJ-
、，，-，，
r
・、.ご
''F

，也、
-J--a
，E'=r
、E
，zt-
・、.2-z'e
、Z
J
，.，，、
.2
、‘，
z-z
，、‘
r-
・.，，、
z
・2
、，，
.
1

・・、、，
z
-

『
d

」

み
巴コ

@
こ
れ
ら
の
捕
獲
、
飼
養
が
認
め

ら
れ
る
の
は
、
一
世
帯
に
す
べ

て
の
野
鳥
を
合
計
し
て
一
羽
だ

け
で
す
。

@
飼
養
許
可
に
つ
い
て
は
、
一
羽

に
つ
き
九
百
円
の
飼
養
許
可
手

数
料
が
必
要
で
す
。

@
捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
期
間
は
、

毎
年
七
月
一
日

t
翌
年
二
月
末

日
ま
で
で
す
。

@
捕
獲
・
飼
養
の
許
可
申
請
、
詳

し
い
乙
と
に
つ
い
て
は
、
長
崎

県
自
然
保
護
課
鳥
獣
保
護
係
へ

(
長
崎
市
江
戸
町
二
|
一
三
、

雷
長
崎
@
ー
一
一
一
一
)

税
務
だ
よ
り

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

。7月
納
期
の

税
金
は
・

.

.
 

。
保
険
税
第
一
期
分

保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
の
診
療
費
(
治
療
費
の
七

割
、
高
額
療
養
費
、
助
産
葬
祭
費

は
り
き
。
ぅ
施
術
費
な
ど
)
に
あ

て
ら
れ
ま
す
。

。
固
定
資
産
税
第
二
期
分

固
定
資
産
税
は
、
学
校
や
道
路

の
建
設
、
各
種
補
助
金
な
ど
、
住

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
費
用

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

定
め
ら
れ
た
月
に
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

。
市
県
民
税

第
一
期
分
に
督
促
状

市
県
民
税
第
一
期
分
の
未
納
者

に
督
促
状
を
送
り
ま
す
。

督
促
を
受
け
記
い
う
ち
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

国
保
相
談

ご

存

じ

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
方
法
に
つ
い
て

保
険
税
は
、
市
民
税
が
個
人

単
位
で
課
税
さ
れ
て
い
る
の
と

異
な
り
、
納
税
義
務
者
で
あ
る

世
帯
主
に
対
し
て
世
帯
単
位
で

課
税
さ
れ
ま
す
が
、
課
税
額
の

算
定
に
つ
い
て
は
、
単
に
世
帯

主
の
所
得
だ
け
で
な
く
、
国
保

の
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
員
の

所
得
に
つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま

す。
保
険
税
の
課
税
額
は
、
所
得

割
額
、
被
保
険
者
数
に
応
じ
た

均
等
割
額
及
び
均
一
の
世
帯
別

平
等
割
額
の
合
算
額
と
な
っ
て

お
り
、
乙
の
合
算
額
(
年
税
額
)

を
七
月
、
九
月
、
十
月
、
十
一

月
、
一
月
及
び
三
月
の
六
期
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

な
お
、
五
十
四
年
度
の
課
税

額
の
最
高
限
度
額
は
二
十
二
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で

す

か

〔
所
得
割
額
〕

前
年
中
の
総
所
得
金
額
(
総

収
入
か
ら
必
要
経
費
ま
た
は
給

与
所
得
控
除
を
差
引
い
た
後
の

金
額
)
か
ら
基
礎
控
除
の
二
十

一
万
円
を
差
引
い
た
金
額
に
所

得
割
税
率
五
・
九
Mmを
乗
じ
た

も
の
で
す
。

〔
均
等
割
額
〕

国
保
に
加
入
し
て
い
る
被
保

険
者
一
人
に
つ
き
九
千
三
百
八

十
円
で
計
算
し
ま
す
。

〔
平
等
割
額
〕

国
保
世
帯
一
世
帯
に
つ
い
て

一
万
千
五
百
三
十
円
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
は
七
月
十
三
日
に
郵
送

し
ま
し
た
。
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

農業者年金だより

の方を救済ぼれ
τ， 
1...-“落ち

ノスンヤ最後のチ

五
十
三
年
の
法
改
正
で
農
業
者

年
金
の
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
救
済
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
方
は
今
す
ぐ
農
協
か
農
業

委
員
会
へ
ど
相
談
下
さ
い
。

対
象
者
①
昭
和
五
十
一
年
六
月

三
十
日
以
前
に
加
入
資
格
(
大

正
五
年
一
月
二
日
以
降
の
生
ま

れ
で
経
営
面
積
が
五
十
ア
ー
ル

以
上
の
経
営
主
)
が
あ
り
な
が

ら
、
今
ま
で
加
入
の
手
続
き
を

と
っ
て
い
な
か
っ
た
人

②
現
在
加
入
は
し
て
い
る
が
、
保

険
料
の
滞
納
な
ど
で
失
効
し
て

い
る
人

③
以
前
加
入
し
て
い
た
が
、
他
の

職
業
に
つ
い
た
の
で
失
効
と
な

り、

現
在
再
び
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人

単 位円

6 5歳 以降老齢年金 年 額保 険料 保険料 60 --64歳
納付 済 納 付 経営 移 譲 農業者 年金 国 民年金 計

期 間 総 額 年 金 ω
経年営金移(譲B) 農年業者金老(C齢) 附加年1金叫 老齢年(金E) (B)+(C)+(叫+(E)

5年の場合 55.800 
364.100x5年

36.400 45.500 12.000 343.100 437.000 
=1.820.500 

10年 H 218.400 
485.500x5年

48，600 91.000 24，000 399，100 562，700 
=2，427，500 

15年 H 415，800 
606，800 x 5年

60，700 136，500 688，300 
=3，034，000 

20年 H 613.200 
728，200x5年

72，800 182，100 48，000 I 546，200 849，100 
=3，641.000 

納めた保険料と年金支給額

60歳で経営移譲すると5カ年間 (64歳まで)凶の年金を受給できる。
65歳以降は老齢年金として(B)+に)+倒+(到の合計額を受給できる。
年金は物価スライドにより改訂される。

①

②

③
 

注

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

爽
竹
桃
に
よ
る

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

家
畜
の
中
毒
防
止
に
つ
い
て

爽
竹
桃
は
常
緑
か
ん
木
で、

樹

皮、

葉
な
ど
に
は
ネ
リ
オ
ド
レ
イ

シ
と
い
う
毒
成
分
が
あ
り、

家
畜

が
野
草
と
一

諸
に
誤
っ
て
食
べ
る

と
胃
腸
障
害
、
心
臓
機
能
障
害
な

ど
の
激
し
い
中
毒
症
状
を
起
こ
し

て
死
亡
す
る
と
い
う
恐
し
い
樹
木

で
す
。

〔
中
毒
症
状
〕

。
突
然
食
欲
が
な
く
な
り
、

間
も

な
く
水
濡
性
の
下
痢
が
起
こ
る

。
脈
拍
は
増
数
不
整
と
な
る

。
四
肢
が
け
い
れ
ん
し
起
立
不
能

と
な
る

〔注
意
事
項
〕

。
爽
竹
桃
が
植
え
ら
れ
て
い
る
付

人
口
付
J'( 

ス

タ

坂口.池田

ノミ

ス

坂
口
方
面
か
ら
市
立
病
院
へ
来

院
の
み
な
さ
ん
に
は
、
従
来
か
ら

不
便
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
新

築
移
転
を
機
会
に
直
行
便
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
坂
口
よ
り
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
経
由
し
て
、
戻
り
な
が
ら
病

院
へ
向
う
変
則
運
行
に
な
り
ま
す

が
、
料
金
は
直
通
と
み
な
し
た
場

、
ナ

)[， 

什
J
V

路

線

新

三月4
日又

市立病院
(試験場)

合
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
日
曜

・
祭
日
は
運
休
で

す。料
金
。
坂
口

l
l
(
タ
ー
ミ
ナ

ル
経
由
)

ー
l
v市
立
病
院

百
十
円

。
坂
口
|
↓
乾
馬
場
(
の
り
か
え
)

-
↓
市
立
病
院

百
五
十
円

近
の
野
草
を
家
畜
に
与
え
な
い

。
家
畜
は
通
常
爽
竹
桃
の
葉
は
食

べ
な
い
が
、
他
の
飼
料
に
混
入

し
た
と
き
は
食
べ
る
乙
と
が
あ

る
(
中
毒
量
は
牛
の
場
合
、
生

葉
十
五

l
十
六
枚
程
度
)

以
上
の
よ
う
な
乙
と
に
注
意
し

大
切
な
家
畜
を
爽
竹
桃
か
ら
守
り

ま
?
し
ょ
，
っ
。

も
し
万
一
、

爽
竹
桃
に
よ
る
中

毒
の
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ

獣
医
師
に
連
絡
し
治
療
を
受
け
て

下
さ
い
。

ーミナル.坂口→市立病院方面言品嘉→ターミナル坂口方面

I 試 験 場発|ターミナIffi門 主宰 白
(市立病院)1;レ発 |帆 凶恒

一 -9:05 I 9:15 I 9:30 

11:1o I 11 : 20 I 11 : 35 

12:0o I 12:10 I 12:25 

13:4o I 13:50 

14:00 I 14:10 
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注
射
と
検
診

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

8月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
!日! 時 間 1:場 所 | 対 象

7 9:30.......11:00 大村保健所生後3カ月までの乳児
13:30--15:00 松原出張所妊婦と乳幼児

13193::3000~~11151:00 0 竹松出張所 乳幼児

14 9:30~11:00大村保健所生後4.......6カ月の乳児

i …00鈴田由一
211 9:30.......11:00 村保健所生後?カ月以上の乳児
27910~11:oo|l霊大瀬出張所妊婦と乳幼児

-3歳児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
一
年
一
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

8月の日曜当番医

|日|診療科目|病・医院名 |所在地 |電話

5耳咽喉鼻科海江田医院武部蝿12-33291

|内 科朝長医院抗2丁出樟目 2-3266
12 
内・外科原' 医 院宮1小丁路目 5-8427 

松井医院久原郷3-66241 

牟田整形外科1古2丁町目 2-4501 整形外科

26困内聾形外科科松貞松永整形医外院 ?丁目 1I22 
科東本 町 4808

※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

十
年
七
月

t
十
二
月
生
ま
れ
で

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い

日
時
七
月
二
十
六
日
午
前
九

時
l
十
時
、
午
後
一
時

t
二
時

受
付

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ど
利
用
下
さ
い
。

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

午前9時~午後8時

8月の健康相談日程

日 内 容

9:00"""11:00 13:00--16:00 
1 乳幼児相談 妊婦教室(第1回~I

126日出引~ 妊婦相談
一 般健康相談

-一乳-幼-児 J相F談--- 妊婦教室(第2回〉
(第3回~I
(第4回)

診療時間

※
乳
幼
児
相
談
は
、
主
に
一
歳
す

基
礎
づ
く
り

一
交
通
事
故
相
談

-

(

毎
月
第
四
火
曜
日
)

~
日
時
七
月
二
十
四
日

午

~

前

十

時

l
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

-

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

日
時時

十八毎
分 月月
t二 第
午日一
後木
三 午曜
時前日
九) 午

l主主j
ぎ
の
お
子
さ
ん
の
し
つ
け
や
発

育
面
な
ど
の
相
談
に
ご
利
用
下

さ
い
。も

よ

お

し

-
夏
休
み
「
親
と
子
の

映
画
の
つ
ど
い
」

〔第
一
回
〕

映

画

カ

ラ

l
ア
ニ

メ
ー
シ

ョ
ン

だ
い

ぼ
う
け

ん

「
ち
び
で
か
の
大
冒
険
」

日
時
・
場
所
七
月
二
十
五
日

。
午
前
十
時
三
十
分
l
正
午

福
重
出
張
所

。
午
後

一
時
三
十
分

t
三
時

竹
松
出
張
所

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、 日

時
七
月
二
十
五
日

前
十
時

t
午
後
三
時

人
権
(
身
の
上
)
相
談

(第
二
回
〕

映
画

児
童
劇

「
ゆ
か
い
な
ア
シ

そ
う
ど
う

カ
騒
動
」

日
時
・
場
所

七
月
三
十
日

。
午
前
十
時
三
十
分

l
正
午

中
央
公
民
館

。
午
後
一
時
三
十
分

t
三
時

中
地
区
公
民
館

対

象

小

学
校
全
学
年
、
子
ど
も

会
、
父
兄

入

場

料

無

料

主
催
・
問
合
せ
先
市
視
聴
覚
ラ

イ
プ
ラ
リ
l

(

雷
②
l
二
四
六

九
)

-
夏
休
み
親
子
お
は
よ

う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
、
安

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

全
走
行
、
自
転
車
の
点
検
方
法
な

ど
に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

親
子
で
気
軽
に
参
加
し
て
下
さ

七
月
二
十
二
日

t
二
十
九

日
(
午
前
七
時
か
ら
五
十
分
程

度
、
雨
天
中
止
)

期
間

集
合
場
所

〔
大
村
会
場
〕

市
役
所
前

〔
竹
松
会
場
〕

美
天
神
社

参
加
資
格

小
学
生
以
上

主
催
・
問
合
せ
先
大
村
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、
大
村
自
転
車

組
合
(
富
④

l
O五
三
一
)

-
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐

と
ん
地
盆
お
ど
り
大

.6.. 
";Z:J;' 

市
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
お
い

で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
七
日

時
i
九
時
三
十
分

午
後
七

日
時

陸
上
自
衛
隊
大
村
証
と
ん

場
所部
隊
営
庭

内
容

盆
お
ど
り、

音
楽
演
奏
、

夜
居
、
そ
の
他

※
当
日
は
午
後
六
時
1
九
時
三
十

分
ま
で
隊
内
を
開
放
し
ま
す
。
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『
ご

み
』

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

議

習

.A 
iZX' 

-
第

1
国
家
庭
教
育
講
座

子
ど
も
の
よ
り
よ
い
成
長
の
た

め
に
、
親
と
し
て
ど
う
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
か
、
家
庭
に
お
け
る
子

ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
家

庭
教
育
講
座
を
毎
月
一
回
開
催
し

ま
す
。

日

時

八

月

二

日

午

前

十

時

t

正
午
ま
で

場
所
中
央
公
民
館

定

員

三

十

人

受

講

料

無

料

テ
l
マ
子
ど
も
の
心
理
と
親
の

心
構
え
(
幼
児
期
か
ら
小
学
生

ま
で
)

講
師
長
崎
大
学
教
授

武
藤
雪
下
先
生

申
込
先
受
講
希
望
者
は
電
話
で

中
央
公
民
館
(
富
②
1

四
三
二

一)へ

-
消
費
生
活
講
座

(
通
信
講
座
)

県
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
頃

育
児
や
お
勤
め
な
ど
で
消
費
生
活

に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
が
な
い

人
の
た
め
に
通
信
講
座
を
行
い
ま

す。応
募
資
格
県
内
在
住
者
で
学
習

意
欲
の
あ
る
人
〈
男
女
の
別
は

聞
い
ま
せ
ん
)

募
集
人
員
千
人
(
先
着
順
)

期

間

九

月

t
来
年
二
月
(
六
カ

月
間
)

受

講

料

無

料

学
習
内
容
く
す
り
と
か
ら
だ
、

子
供
の
お
や
つ
を
考
え
る
、
加

工
食
品
(
品
質
と
え
ら
び
方
)

野
菜
と
農
業
に
つ
い
て
、
皮
ふ

と
化
粧
品
、
あ
な
た
の
く
ら
し

は
ど
う
ま
も
ら
れ
て
い
る
か

申
込
先

受
講
希
望
者
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
職
業
を
記
入

し
、
八
月
二
十
日
ま
で
に
県
生

活
セ
シ
タ

l
(長
崎
市
大
黒
町

-

て

交
通
産
業
ピ
ル
四
階
)

J¥ 

※
詳
し
い
乙
と
は
県
生
活
セ
ジ

タ

l
(雷
長
崎
@
l
二
七
八

一
)

へ

不
燃
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

各
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
不

燃
物
は
、
各
町
内
に
設
け
ら
れ
た

不
燃
物
置
場
に
持
ち
出
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
中
に
は
燃
え
る

物
や
残
飯
類
ま
で
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
集
積
所
を
見
か
け
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
も
の
は
、
ご
家
庭

の
ご
み
箱
に
入
れ
て
お
く
と
収
集

す
る
も
の
で
す
。

不
燃
物
と
は
、
ピ
ン
類
、
ガ
ラ

ス
く
ず
、
ヵ
ン
類
、
瀬
戸
物
く
ず

金
物
く
ず
、
金
属
家
具
類
、
ポ
リ

製
品
で
、
片
手
で
持
て
る
程
度
に

乙
ん
包
し
て
、
決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た
場
所
に
持
ち
出
す
よ

う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
内
圧
式
ス
プ
レ
ー
カ
ン

類
は
、
底
に
必
ず
穴
を
あ
け
て
出

し
て
下
さ
い
。

※
ご
み
・
し
原
に
つ
い

て
の
ご
質
問
、

ご
相
談
は

市

清

掃

課

J、

電
②
l

ニ
八
一
四

電
②

l
三
五
三
九

54年8月""11月

町 内 名 収集日 8月 9月 10月 11月

草東三浦浦馬場地e前町区舟各.津町古.外内町浦.2小鈴丁路田目.地(古区町各5町区内・ 6区・住宅・西)
第1月曜日 6 3 1 5 

下久原.上久原.久原官舎後木場.向木場.岩舟. 第1火曜日 ? 
14 8 12 6 26 0 

日向平.上小路須田ノ木岩舟住宅 久原第2団地 第3火曜日 21 
久原団地. 本小路. 片町第1・第2. 本町第1・第2. 西本町第1・第2. 第1水曜日

111 5 E 6 125 9 6 0 二1豆34 7 二基東本町. 第3水曜日
三域第1・第2 水主町. 有楽街 武部. 田ノ平. 小佐古. 大佐古 第1木曜日
柴田. 向陽町水田 1区 第3木曜日

赤佐古.旭町団地.草場.池の坊.駅前アパート .常盤団地.池田新町(9 第1金曜日 7 2 
区・10区・11区・アパート).池田1丁目・2丁目 坂口町.坂口住宅 第3金曜日 17 21 19 16 

上諏訪町. 諏訪1丁目(中諏訪.諏訪1区). 第1土曜臼 4 1 ③ 

諏訪2丁目(諏訪7区・ 8区・東諏訪). 諏訪3丁目 第3士曜日 18 ⑮ 20 17 

荒浦1平区.・水2計区 徳南松泉川本内.北.大松本多武.久.横津山寺頭本.雄. 山ヶ下原 梶橋本ノ尾宮.梶本ノ尾団地 第2月曜日 13 10 12 

古町. 水田町(水田.水田2区). 杭出津2・3丁目(3区・4区. 上杭出津 第2火曜日 14 11 13 
下杭出樟 辻田.昭和通.西小路). 杭出津1丁目 第4火曜日 28 25 23 27 
松並1丁目(中央町 乾馬場住宅を含む) 松並2丁目 第2水曜日 12 ⑮ 

124 8 
|協和町山植松1• 2. 3丁目 第4水曜日 22 26 24 
西大村本町(第1・2). 桜馬場1丁目 桜馬場第2. 古賀島町. 第2木曜日 13 

121 5 
8 

森園町. 今津町. 原口町(堺町原口住宅). 富の原1・2丁目 第4木曜日 23 27 22 
大川田町.竹絵本町.小路口町(竹松住宅.小路口住宅).路小九路電口社本宅町. 第、2金曜日 10 14 12 
鬼橋町. 竹松町. 宮小路1・2・3丁目 黒丸町. 宮小 第4金曜日 24 

」222 2 ゴ上1-申F』E←← 1 沖田. 寿古. 皆同. 今富. 立福寺. 弥勅寺. 矢上. 草場.
第2土曜日 11 
第4土曜日 25 

野武留田路.重.井乾田馬.場北町木.場古.今町山2丁.東目光寺.野岳北・南 平原.松原野田. 第3月曜日 加上;!圭19
黒区木・2区北.川北内松.本南.南川松内本.久.良久原津 寺中岳本 宮山代下.梶原.ノ荒尾瀬.梶.出ノ尾下団.地宮本.橋.浦本1 第4月曜日

o:=nは祭日のため、収集は翌日または翌々日となります。

表害j日集収物燃不
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集;

-
大
村
ま
つ
り
の

出

演

団

体

十
一
月
三
日
に
開
催
予
定
の
大

村
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
芸
能
、
仮

装
行
列
、
民
踊
、
舞
踊
な
ど
の
出

演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
お

申
込
み
下
さ
い
。

申
込
期
間
七
月
三
十
一
日
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
先

商
工
会
議

所
ま
た
は
商
工
観
光
課
へ

※
出
演
に
つ
い
て
は
大
村
祭
協
賛

会
で
選
定
し
ま
す
。

-
婦
人
交
通
指
導
員

資
格

。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が

高
校
卒
程
度
の
学
力
を
有
す
る

十
八
歳

t
二
十
一
歳
未
満
の
独

身
女
性

。
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
採
用
後

居
住
で
き
る
人

申
込
締
切
八
月
十
日

履
歴
書
(
写
真
添
付
)
、
戸
籍

抄
本
、
健
康
診
断
書
を
各
一
通

※
詳
し
く
は
大
村
市
交
通
安
全
協

会
(
雷
③
|
九
八
八
九
〉
、
大

村
警
察
署
(
雷
③
|
三
一
二
六
)

へ
-
陸
上
ク
ラ
ブ
員

対
象
小
学
五
・
六
年
生
、
中
学

生
の
男
女
で
健
康
な
人

練
習
日
火
曜
日
(
午
後
五
時

t

六
時
三
十
分
)
と
土
曜
日
(
午

後
三
時

t
五
時
〉

練
習
場
所
市
営
陸
上
競
技
場

会

費

無

料

申
込
先
教
育
委
員
会
体
育
課

※
申
込
書
を
準
備
し
て
い
ま
す

主
催
大
村
陸
上
ク
ラ
ブ

ス
ポ

ツ

申
込
先
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話

番
号
を
書
い
て
教
育
委
員
会
体

育
課
へ

-
勤
労
青
少
年

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時
八
月
八
日

十
分
か
ら

場

所

パ

l
ル
レ

l
ン
大
村

主
催
市
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

大
村
商
工
会
議
所

参
加
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
勤
労

青
少
年

参
加
方
法
各
事
業
所
、
商
居
会

青
年
団
、
ホ

l
ム
講
座
生
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
か
ら
男
女

別
五
人
編
成
の
一
チ
l
ム
、
ま

た
は
女
子
三
人
を
含
む
混
成
チ

午
後
六
時

『、
.. 、・1t‘・!t、.司、t‘t‘t、t‘t、ー、・1t‘
.. 、t‘
.. ‘t‘・!l、t、t‘t‘t‘，、・1t、・1・!t‘・1・1・1・1l‘ー‘
.. ‘t‘t‘ー‘
.. ‘
・
1
t
‘
t
‘
・
1
・
!
・
!
・
!
J

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

大

村

子

供

の

家

ヘ

マ

大

村

部

一

隊
第
四
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
一

・
亡
妻
芳
枝
)

三

万

円

マ

中

マ

松

本

直
子

(
池
田
一
丁
目
)

隊
(
百
八
十
人
)
四
万
五
千
円
一

一
香

典
-返

し

一
敬
称
略
山
キ
ワ
(
古
町
二
丁
目
・
亡
夫
千
円

を
交
通
遺
児

へ

一

晃
)
三
万
円
マ
岸
川
静
子

社

会

福

祉

事

業

費

へ

(

古

町

二

丁

目

・

亡

夫

広

一

)

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

清

和

国

へ

一

マ
辻
田
玉
枝

(
武
部
郷
・
亡
夫
三
万
円

マ
丹
生
よ
し
子

(
東
京
都
目
黒

マ
高
原
生
花
庖
(
本
町
二
丁
目
)
一

文
徳
)
五
万
円

マ
田
中
吉
松

l

i

一

区
)
子
供
用
衣
類
二
十
二
点
を
パ
ラ
六
十
六
本

マ
松
尾
キ
ミ
一

-
麓
寄
付
-
一
敬
称
略

(
古
賀
島
町
・
亡
妻
キ
ク
)
二

ι

大
村
子
供
の
家
ヘ
マ
市
川
ヤ
エ
(
水
田
町
)
タ
オ
ル
地
一
巻
一

万
円
マ
北
村
宏

(
岩
舟
住
宅

社

会

福

祉

事

業

費

へ

ス

子

(

水

主

町

)

八

千

十

円

を

と

タ

オ

ル

二

十

五

本

一

-

水

泳

教

室

対
象
小
学
三
年

t
六
年
の
泳
げ

な
い
人
(
五
メ
ー
ト
ル
以
上
泳

げ
る
人
は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

期
間
七
月
三
十
日

t
八
月
三
日

午
後
二
時

t
五
時
ま
で

場

所

市

民
プ

i
ル

募
集
人
員
五
十
人

参
加
費
無
料

指
導
者
水
泳
連
盟
指
導
員

申
込
期
限
七
月
二
十
五
日

ー
ム
で
二
十
五
歳
未
満
の
人
が

三
人
必
ず
入
る
こ
と

競

技

ニ

ゲ

I
ム
の
総
合
得
点

参
加
費
一
チ
l
ム
五
百
円

申
込
先
七
月
三
十
一
日
ま
で
に

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
ま
た
は
商

工
会
議
所
へ

※
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

(
雷
③
l
一
三
五
三
)
へ

-
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

日
時
八
月
十
二
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

場
所
市
民
体
育
館

参
加
方
法
大
村
東
彼
地
区
在
住

の
人
で
町
内
ま
た
は
隣
接
町
内

(
三
町
内
以
内
)
で
編
成

参
加
料
無
料

申
込
七
月
二
十
八
日
ま
で
に
大

村
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
(
東
三
城

町
三
、
電
②
|
二
七
七
五
)
へ

試

験

-
大
村
市
給
水
装
置
技

術
者
及
び
技
能
者
資

格
試
験

受
験
申
込
期
間
七
月
十
六
日

t

三
十
一
日

試
験
日
八
月
八
日
(
市
民
会
館
〉

※
受
験
資
格
、
手
続
き
な
ど
詳
し

い
乙
と
は
水
道
部
(
曾
③
|

一
一
一
)
へ

-
昭
和

M
年
度
就
学
義

務
猶
予
者
・
免
除
者

の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

対
象
病
気
な
ど
の
た
め
就
学
を

猶
予
さ
れ
た
人
、
免
除
さ
れ
た

人
で
昭
和
五
十
五
年
三
月
一
日

ま
で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る

人
願
書
受
付
期
間
八
月
十
四
日

t

九
月
十
三
日

受
付
場
所
県
教
育
庁
学
校
教
育

課
試
験
日
十
一
月
九
日

試
験
場
長
崎
市
民
会
館

(
長
崎

市
魚
の
町
)

試
験
科
目
国
語
、
社
会
、
数
学

理
科
、

英
語
の
五
教
科

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
へ

そ

の

他

-
優
良
子
供
郵
便
局
を

表
彰

九
州
郵
政
局
長
表
彰

鈴
田
子
供
郵
便
局

貯
金
局
長
表
彰

三
浦
子
供
郵
便
局

(
大
村
郵
便
局
)
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